
珈　

中
国
大
使
を
退
任
し
て
す
ぐ
執
筆
し
た
『
北
京
烈

日
』（
文
藝
春
秋
）
に
続
い
て
、
中
国
の
直
面
す
る
諸

問
題
に
よ
り
詳
細
に
切
り
込
み
、
多
面
的
な
視
点
か
ら

日
中
関
係
へ
の
提
言
を
行
っ
た
の
が
丹
羽
宇
一
郎
『
中

国
の
大
問
題
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
８
６
４
円
）
で
あ
る
。

巨
大
な
人
口
、
経
済
、
地
方
、
少
数
民
族
と
い
う
四
つ

の
大
問
題
に
つ
い
て
厳
し
い
指
摘
が
あ
り
、
そ
れ
を
受

け
て
日
中
関
係
、
安
全
保
障
、
そ
し
て
日
本
自
体
の
大

問
題
に
持
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　

中
国
の
言
動
に
は 
奢 
り
が
色
濃
く
な
っ
て
い
る
と
い

お
ご

う
指
摘
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
が
適
切
、
的
確
な
解
説
、

批
判
、
提
言
と
思
わ
れ
る
が
、
中
国
を 
侮 
っ
て
は
い
け

あ
な
ど

な
い
、
中
国
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
い

う
著
者
の
ご
く
ま
っ
と
う
な
立
場
が
即
、
親
中
派
、
媚

中
派
な
ど
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
張
り
の
対
象
と
な
る
日
本

の
風
潮
は
、
む
し
ろ
自
信
の
な
さ
の
裏
返
し
な
の
で
は

な
い
か
。
互
い
を
尊
重
し
、
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う
、

批
判
す
る
前
に
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
み
る
、
石
橋
湛

山
氏
が
生
前
言
っ
て
い
た
こ
と
ほ
ど
、
今
の
日
中
関
係

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
親
中
反
中
を
超
え

て
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
良
書
で
あ
る
。

玳　

内
閣
の
顔
、
首
相
の
側
近
中
の
側
近
、
危
機
管
理

の
要
。
官
房
長
官
は
い
く
つ
も
の
顔
を
持
つ
、
あ
る
意

味
で
首
相
以
上
に
重
要
な
存
在
だ
。
記
者
会
見
で
の
表

情
や
発
言
で
国
民
は
内
閣
を
、
世
界
は
日
本
を
判
断
し

て
し
ま
う
。
安
倍
内
閣
が
第
一
次
と
は
様
変
わ
り
に
安
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定
し
て
い
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
菅
義
偉
氏
の
お
か
げ
ら
し

い
（
前
回
は
当
初
、
お
友
達
の
塩
崎
恭
久
氏
だ
っ
た
）。

　

星
浩
『
官
房
長
官
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
１
２
９
６

円
）
は
官
房
長
官
の
仕
事
や
勘
ど
こ
ろ
を
知
る
う
え
で

最
適
な
一
冊
で
あ
る
。
首
相
と
の
距
離
感
、
官
房
長
官

を
支
え
る
組
織
、
官
房
機
密
費
と
い
う
巨
額
の
カ
ネ
な

ど
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
て
、
大
い
に
腑
に
落
ち
る
。

戦
後
の
官
房
長
官
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
と
、
小
沢
一
郎
な
ど

向
か
な
い
政
治
家
の
名
も
面
白
い
。
豊
富
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
含
め
さ
す
が
ベ
テ
ラ
ン
記
者
の
筆
致
で
あ
る
。

珎　

こ
れ
か
ら
の
世
界
と
日
本
、
そ
し
て
株
価
は
ど
う

な
る
、
と
く
れ
ば
今
井
澂
『
２
０
１
４ －

２
０
１
５　
日

本
経
済
逆
転
の
シ
ナ
リ
オ
』（
フ
ォ
レ
ス
ト
出
版
、
１

７
２
８
円
）
が
お
勧
め
だ
。
百
戦
錬
磨
の
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
が
日
本
経
済
の
見
通
し
を
語
り
、
ア
メ
リ
カ
は
シ
ェ

ー
ル
革
命
な
の
に
株
価
は
２
年
間
、
上
が
ら
な
い
と
の

託
宣
で
あ
る
。
タ
ン
ス
預
金
の
動
員
、
海
洋
資
源
開
発

の
本
格
化
、
オ
リ
パ
ラ
効
果
が
日
本
の
明
る
い
理
由
だ

と
か
、
中
国
は
不
安
材
料
い
っ
ぱ
い
で
、「
第
３
次
世

界
大
戦
」
で
今
度
こ
そ
ド
イ
ツ
が
勝
つ
Ｅ
Ｕ
の
話
だ
と

か
、
興
味
津
々
の
話
が
平
易
に
述
べ
ら
れ
る
。

玻　

東
日
本
大
震
災
が
ら
み
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
傑
作

ぞ
ろ
い
だ
が
、
佐
々
涼
子『
紙
つ
な
げ
！　
彼
ら
が
本
の

紙
を
造
っ
て
い
る
』（
早
川
書
房
、
１
６
２
０
円
）
も

良
か
っ
た
。
出
版
用
の
紙
で
日
本
一
の
日
本
製
紙
石
巻

工
場
が
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
か
ら
再
起
す
る
ま
で
の

激
動
の
半
年
間
を
追
っ
て
見
事
な
構
成
と
描
出
で
あ
る
。

日
本
製
紙
野
球
部
が
都
市
対
抗
へ
劇
的
な
復
活
を
遂
げ

る
ま
で
と
工
場
再
生
の
複
線
劇
は
「
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
・

ゲ
ー
ム
」
さ
な
が
ら
、
感
情
移
入
も
楽
し
め
る
。�
��（
純
）
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